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Ⅹ昨年参加されて " ポランティ ァ 植樹 

カードをお 持 5 の人は、 持参してく 

ださい。 

また、 車でお越しの 人は、 隣近所 お 
誘い合わせのうえ、 乗り合わせてご 来 
場ください。 
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00000000000000000   ⅠⅠ     
平成 12 年 10  月 1 日 ( 日 )   
9 月下旬から調査員がおうかがいいたします。 

輔鰯 平成 12 年 l0 月 l 日 現在で、 全国一斉に 2000 
年 国勢調査が実施されます。 

国勢調査 は 、 統計法に基づき、 日本に住んでいるすべての 人を 
対象とする国の 最も基本的な 統計調査です。 大正 9 年の第「口調査 
以来 5 年どとに 行 ねれ、 西暦 20(MO 年に実施する 国勢調査 は 、 17 回 
目 に当た 0 ます。 

国勢調査 は、 ねが国の人口・ 世帯の実態を 明ら ひ にし、 各種行 
政施策の基礎資料を 得ることを目的として 実施するものです。 
その結果 は 、 
0 選挙の定数配分や 地方交付税の 算定基準などに 用いられる 法 

定 人ロとしての 利用 
0 雇用対策、 防災対策などの 国・地方公共団体における 各種行 

政 施策における 利用 
0 将来人口の推計などの 行政に不可欠な 人ロ分析に利用 など   

各方面で幅広く 活用されます。 
皆さんのど協力をよろしくお 願いします。 
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また、 すは一く岡垣 19 口 ( 日 にて開催します。 ) が両天の場合は 、 いこいの里内 崔 ， ところ 町民総合グラ ウ ー 
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申込方法 区内回琵の申込 吉に 記入されるか、 

役場福祉課高齢対策 係 、 中央公民館、 東部公民館 

に備え付けの 申込 吉に 、 記入して提出してくだ 

さい。 

原則として 3 人 1 チームとして 申し込みして 

ください。 
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⑥三吉団地 

臼 昭和 4? 年 建築・平屋 
Ⅵ． 45 平方メートル・ 2 K 

家賃 3.500 円～Ⅱ， 100 円以内 
②昭和 59 年建築・ 2 階建て 
62.29 平方メートル・ 3  K 

家賃 柊 ， 500 円～ 42,300 円以内 
Ⅹ家賃は、 入居する世帯の 収入に 
よって決まります 0 

⑨募集期限 
2 月 25 日 ( 金 ) まて 

問い合わせ 
管財課管 材係へ 

明治期の建築物を 

鑑賞してみません ガ Ⅱ 

～ 旧 松本家住宅一般公開～ 
目 ころ、 見ることのできない 国 

指定重要文化財「 旧 松本家住宅」を 

一曲 た な制します。 2 階の一般公開 

は 初めてて す 。 

この 桟 仝に、 明治期の優れた 建 

薬物を落ち着いた 雰囲気の中で 抽 

甘してみてください。 3 と き 月 12 日 ( 日 )  午前 10 時 

から午後 3 時まて。 

ところ 旧 松本家住宅 ( 北九州 亨 

戸畑区一枝 ) 買 方 500 人 

Ⅹ対象は中学生以上から、 応募者 

多数の場仝は、 抽 建となります。 

申し込み はがきに、 4 大東者の部 

使番号・住所・ 氏名・年齢・ 電話番号 

と 仝員の氏名・ 年齢を明記のうえ、 

月 2 28 日 ( 月 ) までに、 北九州市 胡   
九 % 「 旧 松木家住宅一般 2% 」担当 

まで郵送してください。 

申し込み・問い 合わせ 

北九州市観光課 
( 〒 803 一 850 Ⅰ北九州市 

小倉北区城内Ⅰ 番 Ⅰ 号 ) 
呑 582 一 2 0 54 へ 
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。 らな周年ら会   
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と
き
 
2
 月
花
 日
 （
久
一
午
前
㏄
 

時
か
ら
午
後
 1
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
調
理
 案
 

講
師
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
ソ
 

ル
ト
 &
 ペ
ッ
パ
ー
主
宰
服
部
範
子
 

受
講
料
千
円
 

材
料
費
千
五
百
円
 

s
 
お
寿
司
で
お
も
乙
な
し
 5 

サ
ソ
リ
 
7
%
T
 文
化
講
座
 

ス
ポ
ッ
ト
講
座
 

ヲ
 て
き
な
も
乙
な
し
料
理
 

と
こ
ろ
 
中
 ホ
ー
ル
 

料
金
五
百
円
 

Ⅹ
 4
 歳
以
上
で
全
 席
 自
由
，
 

演
目
 
0
 重
見
 は
ト
 
の
カ
ッ
パ
 
0
 田
 

畑
の
神
様
の
お
使
い
 0
 油
色
フ
ァ
ン
 

タ
ジ
ー
 0
 人
情
、
高
倉
の
び
わ
ほ
か
 

米
チ
ケ
ッ
ト
は
、
両
面
サ
ン
リ
ー
ア
 

イ
で
 販
売
し
で
い
ま
す
。
 

      
「
 学
研
 ら
ん
ら
ん
（
 2
.
3
 
歳
）
」
 

幼
稚
園
大
同
前
の
子
ど
も
さ
ん
を
 

対
象
と
し
た
遊
び
な
が
ら
学
ぶ
楽
し
 

い
教
室
で
す
。
 

と
き
 
8
 同
 7
 日
一
人
）
・
 
り
 里
人
一
 

半
前
川
時
㏄
分
か
ら
Ⅱ
 時
 ㏄
 分
 ま
で
 

と
こ
ろ
 
二
 0
 立
会
議
室
 

講
師
 
学
研
 乳
幼
児
教
室
専
任
講
 

師
室
井
千
秋
 

米
電
話
で
の
申
し
込
み
で
も
結
構
で
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時
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後
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①
エ
プ
ロ
ン
 

民
話
の
劇
と
か
た
り
の
公
演
で
す
，
 

国
民
年
金
は
，
老
後
の
備
え
だ
け
で
 

ま
 
（
 

あ
り
ま
せ
ん
。
不
測
の
事
故
に
も
 

備
え
ま
す
 
ガ
 

申
込
締
切
 
2
 円
円
Ⅱ
一
十
 

-
 
ま
で
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ト
叫
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な
く
 
@
 
 
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 て

 ・
も
 
、
 

人
 な
の
か
」
と
い
う
 

 
  

 

～
 

す
ょ
 
」
と
退
室
し
で
 

も
、
 
「
 
ま
 三
で
 
ヮ
 
・
」
と
 

言
、
っ
 

こ
と
も
よ
く
言
わ
れ
る
。
 

 
 い

な
く
で
も
、
ア
ジ
ア
系
人
と
い
う
 

 
 

 
 僕

が
何
人
で
、
ど
こ
の
同
の
出
身
 

で
 な
ど
な
ど
、
説
明
す
る
の
に
す
ご
 

 
 

 
 

飲
み
屋
で
午
 ト
の
 人
た
ち
に
話
か
け
 

ら
れ
て
、
み
ん
な
で
話
を
し
て
い
る
 

と
き
に
、
僕
が
 訂
 だ
す
と
、
「
あ
ん
 

た
ど
こ
の
人
問
や
 ?
 」
と
間
か
れ
た
 

 
 「

僕
は
、
 ヵ
 ナ
ダ
人
で
す
。
」
と
 占
 っ
 

た
ら
、
「
え
つ
、
東
京
の
神
田
の
出
 

身
な
ん
か
。
」
と
聞
き
違
え
て
納
得
 

し
て
し
ま
う
た
の
で
、
「
 い
い
え
、
 

ヵ
ナ
ダ
 
で
す
，
」
と
言
っ
た
ら
、
 

ム
，
 

度
は
「
あ
あ
、
京
都
郡
の
苅
田
町
 

の
出
身
な
ん
か
，
」
と
ま
た
 岡
避
 つ
 

で
し
ま
っ
 

だ
か
ら
僕
は
、
「
カ
ナ
ダ
と
言
 う
 

 
 

 
 

会
 に
な
る
と
思
う
か
ら
、
皆
さ
ん
、
 

僕
に
話
か
け
で
や
。
 

侍
さ
ん
今
年
 も
 ボ
ー
パ
ン
を
ど
う
 

と
る
ん
や
。
 

僕
に
と
り
て
は
、
皆
さ
ん
が
話
か
 

け
て
く
れ
る
こ
と
が
勉
強
だ
し
、
皆
 

 
 

つ
い
て
知
っ
で
も
ら
え
る
、
い
い
 機
 

い
て
く
れ
る
こ
と
を
、
う
れ
し
く
 
m
 い
 っ
 

間
違
わ
な
く
て
も
間
違
っ
で
い
て
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日
本
に
来
で
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
 

受
け
る
け
ど
・
 番
 多
 い
 の
は
、
「
あ
 

ん
た
外
回
 大
 な
の
か
 0
 ・
」
と
旨
 
う
 こ
 

と
な
ん
や
。
 

外
国
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
け
 

ど
、
同
本
で
ど
こ
を
歩
い
て
も
、
阿
 

を
し
て
い
て
も
、
僕
が
何
も
話
さ
な
 

く
て
黙
っ
て
い
た
ら
、
だ
れ
も
僕
に
 

気
何
か
な
く
て
、
話
し
か
け
で
も
く
 

れ
へ
ん
。
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  ん焼 ね とる 勉強 ど つめは、 その人 を掛け てる優 や ん 「 きな傑 ぱ に 

て
 、
す
ご
く
寒
い
同
で
す
 ビ
と
許
 し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
 楽
な
話
「
 二
 戻
っ
た
り
す
る
け
ど
、
 

た
ま
に
、
 
ヵ
ナ
ダ
 
の
話
も
さ
せ
て
も
 

ら
え
て
、
す
ご
く
も
り
あ
が
る
ん
や
。
 

国
際
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
で
 

  

こ
の
而
の
話
や
け
ど
、
英
会
話
 教
 

 
 

 
 

た
ら
、
人
口
の
と
こ
ろ
で
英
会
話
 援
 

講
 生
を
募
集
し
て
い
る
英
会
話
教
室
 

 
 

違
わ
れ
た
こ
と
や
。
 

こ
れ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
 

 
 

 
 

い
 人
で
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
」
と
 
蕎
づ
 

て
 笑
っ
て
 い
 

 
 

に
な
ら
な
く
な
っ
で
き
た
，
 

二
十
一
 ぜ
 紀
は
目
前
て
す
。
 
そ
 」
 て
、
 「
 -
 
一
十
一
 ぜ
 紀
は
人
 桂
 の
せ
紀
に
 !
 」
 

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
十
 
せ
 紀
の
反
省
の
 
っ
 乙
に
立
っ
 
た
願
 Ⅰ
が
込
め
ら
 

れ
て
い
る
の
て
し
ょ
っ
 
か
 0
 

さ
て
、
人
権
と
は
何
で
し
ょ
っ
 
か
 0
 大
切
な
 机
 ま
が
い
ろ
い
 ろ
あ
る
と
思
い
 

ま
す
が
、
「
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
可
能
性
 

を
 、
制
札
さ
せ
る
 

相
判
」
と
考
え
る
な
ら
 ぱ
 、
人
相
は
教
育
の
重
要
な
杜
で
あ
 

る
と
考
え
ら
れ
よ
 

す
 0
 

町
内
に
は
、
 
l
 学
校
が
五
校
と
中
学
校
が
二
枚
あ
り
ま
ず
が
 

、
そ
れ
ら
の
 
学
 

杖
 で
の
人
権
教
育
の
実
践
を
交
流
し
合
い
、
さ
ら
に
人
権
教
 

育
を
高
め
て
い
く
 

た
め
に
、
学
校
人
権
教
育
研
究
連
絡
協
議
会
が
投
近
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

学
校
人
権
教
育
研
究
連
絡
 
協
隷
合
 て
は
、
年
三
回
二
八
月
、
 

十
月
、
二
月
一
小
 

学
校
と
中
学
校
の
教
職
員
が
集
っ
て
交
流
仝
を
 

し
 で
い
ま
す
 。
人
権
教
育
の
取
 

り
組
み
を
中
心
に
交
流
し
て
い
る
の
で
す
が
、
 

l
 学
校
と
中
 学
校
の
教
職
員
が
 

交
流
し
合
い
学
 
び
 合
う
 廿
 す
な
 拐
 と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

学
 故
人
権
教
育
研
究
連
絡
 
協
哉
今
 に
は
、
学
力
保
 嘩
 部
会
 

自
主
人
権
部
会
 

社
会
 題
哉
 部
会
の
三
つ
の
研
究
部
会
が
あ
り
、
教
職
員
は
二
 
一
つ
に
別
れ
て
所
属
 

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
 

碑
 題
 ご
と
に
Ⅱ
グ
ル
ー
 

フ
を
作
り
、
交
流
し
て
い
ま
す
。
 

各
部
会
の
運
営
は
、
各
部
の
部
長
を
中
心
に
計
画
的
に
行
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

教
職
員
の
主
体
的
な
取
り
組
み
で
充
実
し
た
 
部
 仝
に
な
っ
て
 
い
ま
す
。
 

ぬ
社
、
教
職
員
は
、
期
末
研
究
隼
人
 久
 
二
月
二
十
二
 と
 に
 向
 け
て
実
践
 レ
ホ
｜
 

ト
を
 作
製
中
で
す
。
 

そ
の
実
践
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
一
月
に
各
学
級
 

て
 校
内
山
犬
 流
会
が
持
た
れ
 

る
 予
定
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
二
月
の
期
末
研
究
年
会
 

て
 、
学
校
用
の
丈
 

流
 が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

教
職
員
の
熱
心
な
取
り
組
み
や
実
践
の
支
流
を
通
し
て
、
 

人
 権
教
育
の
取
り
 

組
み
方
や
教
育
に
 棚
 わ
る
も
の
と
し
て
の
姿
勢
な
ど
に
 
ウ
い
 て
 学
び
合
っ
こ
と
 

が
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
 
0
 

実
践
交
流
を
近
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
 

て
い
く
教
育
活
 

動
の
創
造
に
、
精
進
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
Ⅰ
ま
す
。
 

町
民
訴
人
権
擁
護
係
 

人
権
教
育
推
進
協
議
会
 

人
権
の
ひ
ろ
 ぼ
 

「
学
校
人
権
教
育
研
究
連
絡
協
議
会
の
 活動 
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0
 ㏄
 歳
代
 （
 
3
 キ
ロ
）
 

優
勝
白
水
 浩樹
 
Ⅱ
 分
 ㏄
 秒
 

@
 

0
 即
 点
化
（
 3
 キ
ロ
）
 

優
勝
木
下
吉
治
 
は
分
 ㎝
 秒
 

@
 

二
位
 
峠
畑
 修
平
ば
 分
 Ⅱ
 抄
 

き
 

3
 同
 5
 日
（
日
）
午
前
 9
 

三
位
出
口
正
徳
田
打
㎎
 秒
 

@
 時
受
付
 開
 始
 

0
 ㏄
 歳
 以
上
（
 3
 キ
ロ
）
 

と
こ
ろ
町
民
体
育
館
 

優
勝
人
江
東
 樹
 
は
 か
 ㏄
 秒
 

@
 対
象
者
 
町
 内
在
住
 M
 歳
 以
上
の
人
 

@
 お
よ
び
 W
 内
に
勤
務
し
て
 

A
 女
子
の
部
Ⅴ
 

0
 小
学
 3
 年
生
以
下
（
「
牛
ロ
）
 

@
 チ
ー
ム
編
成
 
4
 人
を
 1
 チ
ー
ム
 と
 

し
ま
す
 "
 

優
勝
杉
野
真
紀
 
4
 分
 ハ
秒
 

@
 

二
位
山
村
千
絵
里
 4 分
巧
妙
 

@
 
 ①
女
性
 4
 人
 

三
位
井
元
千
春
 
5
 分
㏄
 秒
 

@
 
 ②
女
性
 3
 人
 と
男
性
 1
 人
 

0
 小
学
 4
 年
生
以
上
（
 2
 
キ
ロ
）
③
㈲
 
歳
以
 上
の
男
性
 4
 人
、
ま
た
 

は
 女
性
と
の
混
合
 

優
勝
松
岡
智
生
 
8
 分
 穏
秒
 

@
 

二
位
清
水
理
㏄
分
は
秒
 
@
 参
加
料
 
1
 チ
ー
ム
五
百
Ⅲ
 

三
位
地
Ⅲ
 鮎 香
川
 分
 ㎝
 秒
 

申
込
締
切
 
2
 月
あ
日
（
金
）
ま
で
 

0
 中
学
生
以
上
㏄
 歳
 以
下
（
 2
 キ
ロ
）
 
一
 申
し
込
み
・
 
問
い
合
わ
せ
教
育
委
 

優
勝
重
木
友
里
恵
 7
 分
明
妙
 

@
 員
会
・
各
公
民
 領
一
東
部
・
中
央
・
西
部
 
-
 

二
位
高
城
美
緒
 
7
 分
所
 秒
 

@
 両
 垣
 サ
ン
リ
 ｜
 ア
イ
・
い
こ
い
の
 里
 

三
位
河
津
鮎
美
 
8
 分
㎝
秒
に
置
 い で
あ
 る
 申
込
 占
に
 記
入
の
う
 

0
 ㏄
 点
 以
上
（
 2
 キ
ロ
）
 

@
 え
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
 

優
勝
白
水
月
 子
 

Ⅱ
 分
 ㏄
 秒
 

@
 最
高
野
竹
 2
8
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１
 7
7
4
0
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メ
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ゎ
係
 

月
多
よ
 陸
軍
 2
 

し
祉
 

5
 
 
樽
・
 
お
 

申
福
 

日
限
 

き
ろ
 

種
期
 

こ
技
込
 

と
と
 

競
申
 

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

来
 当
日
の
参
加
受
け
付
け
は
、
で
き
 

ま
せ
ん
，
 

と
き
 
4
 月
か
ら
平
成
旧
年
 3
 月
 

の
 毎
週
目
曜
 ロ
の
 午
前
 9
 時
か
ら
Ⅱ
 

時
ま
で
 

米
 行
事
な
ど
の
都
合
で
、
祝
日
に
振
 

り
 替
え
を
ず
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

刃
 家
老
町
内
在
住
の
小
半
 5
 年
生
 

か
ら
中
学
生
ま
で
 

指
導
員
日
本
体
育
協
会
公
認
教
師
 

阪
本
清
次
 

指
導
料
 
月
 二
千
円
 

募
集
定
員
博
人
 

Ⅹ
先
着
順
と
な
り
ま
す
，
 

申
し
込
み
 ，
 問
い
合
わ
せ
硬
式
 
テ
 

ニ
ス
連
盟
会
長
佐
藤
色
 2
8
2
 
｜
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